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入賞者、山元耕陽さん　バレエ留学でスイスへ
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今年のローザンヌ国際バレエコンクールで４位だった山元耕陽さんが、入賞して獲得した奨学金と１年間の留学の
権利を使って、８月末からスイスのチューリヒ・ダンス・アカデミーへ留学する。留学に向けて体を鍛える山元さ
んと、過去１５年間ローザンヌのコンクールに生徒を参加させ、海外のバレエ団やスクールに生徒を送り出してい
るアクリ・堀本バレエアカデミーのアクリ美和先生に、レッスンの様子を見せてもらい話を聞いた。

　ローザンヌ国際バレエコンクールの決勝で、一つ一つの動きを丁寧に踊り、４位を獲得した山元耕陽さん（１６
歳）。ローザンヌのコンクールに参加した２月から身長が急に５センチも伸びた。成長痛による膝の痛みで思うよ
うに踊ることができないという悩みを抱えながらも稽古に励み、チューリヒ・ダンス・アカデミーへの留学を心待
ちにしている。

バレエ留学に向けて身体を整える

　山元さんは、母親がやっていたバレエを体験する機会があったのがきっかけで、５歳からバレエを始めた。そし
て、「同じバレエ教室の先輩が舞台ですごく格好よかったので、自分もあぁなりたいと思い、小学６年生のころか
らダンサーになりたいと思うようになった」と振り返る。憧れのダンサーはセルゲイ・ポルーニンで、「彼のパワ
フルでインパクトの強い踊りに惹かれる」と言う。

　現在は通信教育を受けながら、週に６日、１日に約３時間半、週末は朝から一日中バレエの練習をする。「クラ
シックをもっともっとやりたいが、ダンサーとしてはコンテンポラリーも踊らないといけないので、そのための練
習の準備もしている」と話す。これまではクラシックの基礎を練習してきたが、「チューリヒのバレエ学校では男
女で踊るパ・ド・ドゥの練習があるので、最近は女の子を持ち上げられるように筋肉トレーニングもしている。先
日、初めて発表会でやってみたけど、難しかったです」と語る。

第４５回ローザンヌ国際バレエコンクールの決勝
で「ラ・フィーユ・マル・ガルデ」を披露した山
元耕陽さん

(Prix de Lausanne)

　ローザンヌのコンクールは他のコンクールと異なり、
レッスン中も審査を受ける。審査シートでは手やつま先
の使い方を指摘された。今は、「日々、自分でつま先の
ストレッチをするようにも心がけています」

　チューリヒ・ダンス・アカデミーは、今年のローザン
ヌ国際バレエコンクールで１位と７位の入賞者を出した
ことでも知られるが、山元さんがこの学校を選んだ理由は「コンクール中に校長のオリバー・マッツ先生に声をか
けられ、チューリヒのバレエ学校はきちんとした寮生活が送れそうだと思ったから。アクリ先生と共に自分に合っ
た学校を選びました」と話す。今は、留学に向けて英語を勉強中だ。
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　コンクールで、「君には生まれもった才能があるからそれを生かして欲しい」「自分から積極的に前に行くよう
に」と審査員たちから助言された山元さん。「そのアドバイスをこれからも大事にしていきたいです」と言う。

数多の入賞者を出した教室

　アクリ・堀本バレエアカデミーの講師、アクリ美和先生は、２００３年からローザンヌのコンクールに生徒を参
加させ、多くの入賞者を出してきた。自身の海外でのバレエ生活体験から留学の重要さを感じ、また、１５、１６
歳でダンサーが欲しいという外国の講師たちの話を聞き、ローザンヌのコンクールに生徒を参加させているとい
う。

　「この教室では、小さい子はトウシューズを履くことを夢見て、ローザンヌに行きたいと言う目標があり、その
先は外国のバレエ団で踊るという、目指すものがあります」。「現在は約３０人が海外のバレエ団やスクールにい
て、そのみんながローザンヌの登竜門を通っています。必ずしも賞をとらなくても、ネットワークフォーラムで声
をかけてもらった生徒もいました。そういう先輩たちからの影響がこの教室にあると思います」

クラシックバレエ アクリ・堀本バレエアカデミーでイ
ンタビュー

上原亜紀子

ローザンヌ国際バレエコンクールで入賞した山元耕陽さんと、
クラシックの基礎をきっちり教える講師のアクリ美和先生に、
今の思いを聞いた。

特集: ローザンヌ国際バレエコンクール

文化

スポーツ

　「最近の子供たちを見ると、車での送り迎えなどで昔より歩かなくなり、骨の周りの筋肉がついていない虚弱な
足先だと思います。でも、バレエで、そんな状態で何度もジャンプをして着地したら骨に振動が来てしまうし、ま
たトウシューズで立たなければならないので、中足骨の疲労骨折が今の若い子に多い。そうならないよう日ごろフ
ロアエクササイズをするなどの訓練もしています」

　コンクール出場に向けては、１年前から準備を始める。「山元くんもコンテはあまりやっていなかったので、慣
れさせるのと、ノイマイヤーの作品の意味やそれを踊る時の気持ちを考えさせるのが大変だった」とアクリ先生は
思い返す。

　このバレエ教室の生徒みんなにとって、アクリ先生は「お母さんのような存在」だという。アクリ先生は、ロー
ザンヌコンクールに出場し、留学を目指す子には、「精神面を強くし、外国での礼儀作法や自分で洗濯をするなど
身の回りのことも教え、留学してからも自分でコントロールできるような形で指導している」と言う。

　初々しさと意欲がみなぎる山元さんの今後がますます楽しみだ。

この外部リンク先サイトのコンテンツは、当該リンク先サイトの管理者にあるため、アクセシビリティに対応して
いない可能性があります。

ニュースレターにご登録いただいた方に毎週、トップ記事を無料で配信しています。こちらからご登
録ください。

2/2

https://www.swissinfo.ch/jpn/%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%B7%E3%83%83%E3%82%AF-%E3%83%90%E3%83%AC%E3%82%A8_%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%83%AA-%E5%A0%80%E6%9C%AC%E3%83%90%E3%83%AC%E3%82%A8%E3%82%A2%E3%82%AB%E3%83%87%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%81%A7%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%93%E3%83%A5%E3%83%BC/43415908
https://www.swissinfo.ch/jpn/profiles-swissinfo/akiko-uehara
https://www.swissinfo.ch/jpn/dossiers/%E3%83%80%E3%83%B3%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%81%AE%E7%99%BB%E7%AB%9C%E9%96%80
https://www.swissinfo.ch/jpn/culture
https://www.swissinfo.ch/jpn/topic/sport-15000000/40000518

	アクリ・堀本バレエアカデミー ローザンヌ国際バレエ２０１７入賞者、山元耕陽さん　バレエ留学でスイスへ
	バレエ留学に向けて身体を整える
	数多の入賞者を出した教室
	クラシックバレエ アクリ・堀本バレエアカデミーでインタビュー



